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Praziquante1 による肝吸虫症および

肺吸虫症の実験的治療

最近の駆虫薬の進歩にはめざましいもがあるが,吸虫

頚,特に肝吸虫症に対し安全でしかも効果的治療剤は現
在見当らない.

薯者らは,これまで本症の治療剤の開発に関して,主

として感染ラットを用いて検討してきた.その結果,有

機塩素化合物である 1,4・bis・hlC川orometylbenzole

(Het01)は,動物災験では IE佐Uoomg/kg 連日 5日問

の内服で100%の治癒率をあげることができ,肝吸虫症

患者に対しても 1日50~70mgルg 連日 5日問内服させ

ることにょり60~80%の治癒率をあげることができた

(Yokogawa o' al.,1965,1969a,1969ト).さらに本薬
斉11とカラシ油の成分として知られている dHsothlocya.

nate の誘導体の 1つ, toluen d"S0小iocyanate 2,4

(MS43)との複合内服にょリ動物尖験では薯名な併用

効果が認められた.しかしながらこれらの薬剤の安全

性,特に慢性那性などの点から何れも来だ笑用の城に至

つてはいない(横川ら,197の.

近年,住血吸虫症の治療剤として開発された heteTO.

Cyclic pyrazino lsoQuinoline 系化合物, praziquantel

が肝吸虫および肺吸虫症患者に対し有効であることが

Rim (1978), Rim n"d Yoo a979), Rim ond chang

(1980)にょり報告されている.薯者らも本薬剤の両種吸

虫に対する効果を動物尖験にょり検討すると共に,蜘

虫,鉤虫などの駆虫に有効である leⅧm玲ole との俳用

効巣について検討し,これら成縦の一部はすでに報告し

てきた(横川ら,1980a, b).その後さらに検討を加えた

結果, PMziq岫nte1は肝吸虫感染ラットの治療に有効で

あるこ乞がより一屠明らかにされると共に肺吸虫感染ラ

ツトに対しても治療効果のあることが認められたので,

これらの成績について報告する.

材料および方法

使用薬却上 P,肌iq山Πtel(Emb町 844の(2・cydo・

11exylcarbonyl-1,3,4,6,フ,11b・hexa11ydto-2H・P),razino

〔2,1・a〕 isoqioolin・4・one).本薬剤は Fi宮.1 のAに示し

たビとき楢造式をもつ化合物で,住血吸虫症,条虫症なゼ

に有効な広範囲廩虫剤である.(G6n".此ondAnd門W.,

197フ),本尖験に用いたものは,純枠粉末で,その製造

元である Bayet 社から提供を受けたものである.

Ievamisole (L6・phenyl-2,3,5,6・tetra11ydroimldazo

〔2,1・b〕 thi叩01.).本薬却1は Fig.1のB に示したビと

き桝造式をもつ化合物で, teけam玲ole の立体異性体で

ある.使用薬剤は市僻争粉末で,その製造元である Jansse"

Ph雛maceU壮Ca 社から捉供を受けた.

使用動物.本尖験に用いたラットは体皿150g 荊後の

ウイスター系の雌で,1頭当り肝吸虫 CI0"orC五i$""ι,

那命メタセルカリアは30偶宛,肺吸虫メタセルカリアは

プイリピン肺吸虫 P4r4gの1力加6,h"ψPhル財"S では20

個宛,大平1市吸Ⅱ! parago,1hπt60五irai は 10個宛経口

感葬、させた.またウ=.ステノレマンル市吸虫,al'ago"h11NI

W"ル"雌肌i メタセリカリアは犬1頭当り50個宛径口感

染させた.感染に用いた1仟吸虫メタセルカリプは韓国絡

東江産モッゴ PSι"dora3ι01'a,arT,αの筋肉より,ぐプシ

ン消化法により分離蒐集した.プイリピン肺吸虫メタセ

ルカリアはフイリピンのソノレソゴンで捕獲した S川lda.

"Mψh加a,jι"ψ,h解より,大平肺吸虫メタセルカリア

は兵肺県城W奇産のべンケイガニ Scsa"Na b1ι引'"ιaha
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実験成績

D 肝吸血症に対する Pr紅iquente1の治療成績

Pt詑山岫nte1 の肝吸虫症ラットに対する治療成績を

総括して示したものがla可e1である.この女には各群

5頭ずうの平均の EPG,減卵率,治癒率,平均虫体回

収数および平均虫体回収率を示しており,各個体毎の成

績は省略した.なお,これらすべての実験を同時に尖施

することは不可能であったため,4回(1一Ⅳ)に分けて

行ったもので,各尖験毎に対照をおいて比較してある.

IMmgルg 1日 1回の投薬では,治癒と認められたも
のは5顕中1頭(治癒率20%)で,平均虫体回収率は対

照群(D の回収率30%に対し16.フ%であつた.同時に

実施した10omg/kg を 1日 1回2日連用と 20omg/kg l
日 1回(総投薬示20omg/kg)の投薬群でも治癒は後者

で 1頭(挫癒率20%)に認められたのみで,虫体回収

率もそれぞれ17.3%と16.フ%であつた.これら 3群の平

均虫体祠収率は対照群との問に有恵差は認められなかつ

た,10omg/kg 1日 1 回 4日連用と 20omgnrg 1日 1回

2日述用(総投薬景40om創kg)の投薬群では,渋癒が認

められたものは共に3澱ずう(治癒率舶%)で,平均虫

体回収率は対照群(旺)の回収率謁.0%に対しそれぞれ

9.3%と4.フ%で,北に対照群との開に有意差が認められ

た.また 1日 1回2日連用群と I H 1匠14 H連用群との

閻には有意の差は認められなかつた

さらに則量し,10om宮/kg 1日 1回6 羽連用,100

mg/kg 1日 2 回 3日述用および 20omg/kg 1日 1 回 3

日述用(総投薬量印omgルg)の投薬群では,1M%治癒

が前2群に認められたが,20om創kg 1日 1四3日の投

薬群では5頭巾、1頭は油癒と認められたが(治癒率即

%),他の1頭からは8虫の生存山体が認められたので,

平均虫体回収数は1.6虫,回収率は5.3%となつている.

しかしこれらは何れも対照群(Ⅲ)の平均虫体回収率

診.0%と比較し有意の差が認められたが,3群冊の治療

効果に関しては有意の差は認められなかつた.

10omgルg 1日 1回10日連用および1卯mg/kg 1日 2

回5日迎用(総投薬母1,ooomgルg)の投薬群では,tべて

の動物に治癒が認められた.この揚合の対照群(Ⅳ)の

平均虫体回収数と回収率はそれぞれ10.6出,35.3%であ

つた.

2・cyclohexylcarbonyl・1,3,

4,6,フ,11b・11exabydoro・2H・

PyraZ1110 〔2,1・a〕 i50quino・
Iin・4・one

Fig.1 Chemlcal
and le、,amisole.

から,またウェステルやン肺吸虫メタセルカリプは宮峪

県清武町産のモクズガニ Eル0dwh'jap0πkhS から分肖t

蒐集した.

ラットの感染に当っては,あらかじめ実休顕微鏡下で

運動の活死なメタセルカリアを選ノνでおき,ピペツトで

小避の生理食塩水と北に口腔深く注入し,これが確尖に

臓下されるのを硫認した.犬の感染も上記方法に準じた.

治療法および治療計画.治療剤はナべて経口的に,1

日 1回,あるいは2同,あるいは迎日一定1侍立Ⅲこ投』j・し

た.なお治療尖験に用いた1仟吸虫感染ラットは,メタセ

ルカリア感染後2力刀以上,肺吸虫感染ラットおよび犬

では,70~80日以上経過し,糞便内に排1.1.1される虫卵の

数がほぽ一定数に述したものを仙用した.

感染動物は1群5頭ずつに分け,薬物の用量,服用期

間についてその効果を検討した.

治療効果判定.治療開始3日および1日前にAMSⅢ

遠心沈澱集卵法により検便(検便量0.5g)を実施し, ^

れより糞便lg 中の虫卵数(EPG)を算定した.この際
EPGの著しく少いものは治療群から除外した.

治療効果判定は,投薬終了日より毎週1回検便し,

EPG を算出するとともに,肝吸虫治療群では投薬7逓

後,肺吸虫治療群の内ラットでは4週か5過後,犬では

7週後に剖検し,生存虫体数力・ら各群ごとの平均虫体回

収率(投りメタセルカリフ総数に対する検出虫体数の比)

を算出した.虫体が一虫も検出されなかったものを治癒

とみなした.なお,ラットを使用した場合は治琉群の他

に対照群tして5頭ずっの無治療群をおき,尖験群と同

様にEPGの算出および剖検後の虫体回収率を算出した.

使用禁剤の有効性にっいては,Fi北"の直接確率計算

法により危1瑜率1%以下で有意差検定を行い判定した.

L.6・phe叫,1-2,3,5,6・te・
仕a11ydroiml〔iaz0 2,1b
小inzole

51ructUτ巳50f pTaziquantel

なお検山された虫体は,その形態および運動状況を観

察し,生死は記C 生理食塩水中の動きの有無を笑体顕

微鏡下で確認した後,生存虫体の回収状況にっいて比較

検討した
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以上の結果から,総母1,ooom創kg の投薬群では投薬

方法に関係なくすべて治癒が認められ,総量印om創Rg

の投薬群でも10om創k" 6日連用群および10omg/kg l
日2回3日連用群では総ての動物に治癒が認められた.

20omg小g 3日の連用群では5頭中4頭に治癒が認めら

れたが検定の結果,統計学的にはこれら3群の治療効果

には有意の差は認められなかうた.

釦%有効量の算定.以上の実験成績から,本薬剤の肝

吸虫感染ラットに対する治療効果は投薬方法には関係な

く,総投薬量にほぽ比例,、ることが明らかとなったの

で,その50%有効量を Lioh6.1d・WHCO×on 法にょり算

定した.その結果は Table2に示すごとく, ED卸=180

mg/kg (132.8~2四.3mgn【g)となつた.

Praziquante1 と levamisole の併用効果:上記の実験

結果から P玲2iquante1 が肝吸虫症ラットに対する有効

Table 2 ED50 ualue of total doses by ora11y
adminlstTeted praziquantel with
Cι0πord訂's infections in rat$

エ¥or111
Total doses

NO. tats 、VOTlnrecoveTy ratem創kg moTtalittTeated (controD(mgルg doys) (06)

1伽(100×1) 16.フ(30.の 44.3

20oaooX2) 17,3(30.0) 42,3

400(100×4) 9.3(給.の 75,5

600(1WX6) 0 (32.の 100

1,ω0(100×1の 0 (闘,の 100

量が明らかにされたので,さらに Phenylimidazo・thia,

Zole 誘導体である le松mi.010 との併用効果を検討し

た. Le噸misole は経口にょる人の常用量の2倍量,す'

なわち 5mg/k宮 1日 1回,さらに 5mgn【宴 1日 1回

2日連用の単独投薬にょる治療効果と,pra2iquantel
および le噸misole の併用効果をみるために, 1evami、

50le 5m宮n【g と Praziquante1 10om8n【g を 1日 1

回同時投薬群と,両剤をそれぞれ2日連用群とで比較

検討した,その結果は Table3 に示したビとく,1e、

Vamisole 5mg/kg 1日 1回の単独投薬群では,平均虫

体回収率は対照群の回収率39.3%に対し34.0%で,その

治療効果は全く認められなかつた.しかし5mgルg1日

1回2日連用群では,5頭中2頭(40%)に治癒が認め

られ,平均虫体回収率も対照群の回収率39.3%に対し

19.3%で,両者問に有意差が認められた.さらに le噸mi.

$ole 5mgA【g と Prazlqua訂te1 10om創kg を 1日 1回

の併用群と, 1evamisole 5mg/kg, praziquante1100

m創kg 1日1回2日連用の併用群では,櫛j者では 5頭

中2頭(40%),後者では5頭中4頭侶0%)に治癒が認

められ,平均虫体回収率も対照の回収率諦.3%に対しそ

れぞれ16.フ%と5.3%であつた. praziquante1 を単独投

与した場合(Tablel)10omg/kg を 1日 1回および2日

連用群では,平均虫体回収率は対照群の30.0%に対しそ

れぞれ16.フ%および17.3%, 1e、Ⅶm150le ではそれぞ

れ34.0%および19.3%と比鞍して,両者併用の揚合,

特に2日連用群では併用効果のあることが確認された,

の肺吸虫症に対する P捻釜q゛ame1の治療成績

Praziquante1 のフィリピン肺吸虫および大平肺吸虫

感染ラットに対する治療成績をTable4 に示した.フィ

16.フ

96.5

ED50=1即mgn【g
Limit oo.缶dent(P=0.05).玲2.8243,9mg/k8

(Lich6eld・wilcoxon met110d

19.3

5.3

Drugs used

Table 3

Leリamisole

Doses

(m創kg
Xdays)

ιevami50le 5×1

Praziquante1 100×1

5×2

Leリamisole 5×2

Praziquante1 100×2

E伍Cacy of levamisole and pTaziQuantel combined with Ieuatniso e

in chemotherapy of cl0πorιノιis infections in tats
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P.,hi1ψ,bleπSi$

Ta、1e 4

Doses

(mgルg
Xdays)

E伍Cacy of praziquantelin chemot11erepy
P. ohlrai infections

NO. rats

treated

100×1

200×1

Contr01

P. ohlrai

Pre・

treatmeDt

100×5

Contr01

Egg per gram feces (EPG)

Post・treatment

3W. 4、V.

5

Iqo.、气,or丁「1S

recoveTed

1、V.

Table 5 E缶Cacy of praziquantelin chemotherapy of 1コα1'ag011hπ1ι$?OCSιCr,NaJU' infections in dog5

Of pardgωU'n11",11ilh1つhle"sis and
In Tat5

Doses

(mgハ「gxdays)

7蛤.4

927

13

4

3,011

19

5()× 3

訊)×5

Contr01

リピン肺吸虫感染ラットに対いoom創kg 1日1回の投

薬では,平均出体回収率は対照群39.0%に対し器.0%,

20omg/kg le U回では12.0%であり,挑計学的には後

者にのみ有意差が認められた.大平肺吸虫感染ラットに

対し,10omg/kg 1日 1回5日Ⅲ1の投薬では,平均虫体

回収率は対照群の回収率25.0%に対し2.0%であり,か

なリ薯明な治療効果が認められた

さらにウエステルマン肺吸虫感染犬に Pm幻q山訂tel

をそれぞれ50mgルg 1日 1回3日およぴ5日間投薬し

たところ,何れも完企治癒力二認められた(Table5).
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考察

茗者らは,これまで肝吸山症治療剤の開発に関し過去

15年以上にわつて研究してきた.その結果,有機塩索化

合物,特に Het01 にすぐれた治療効果のあることを見

出し,さらに本化合物と d論Solhiocyanate 誘導体との

例用効果なだについても報告してきたが未だ尖用化され

るには至つていない.

本研究に使用した Pル訂quante1 は acy1 化された

276
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12.0

370

96.9

39.0

148

2.0

25.0

isoquin0Ⅱne・pyrazine タイプの化合物であり,住血吸

虫症の治療剤として開発された広範囲駆虫性の新薬であ

る.特に住血吸虫症の治療剤としては広汎な研究が進め

られており,す'でに PI,ase Ⅲの段階にある(Gonnert

Ond AndTelvs,197フ: Thomas and G011nett,197フ).

本剤が肝吸虫症に対し効果のあることはすでに Rim

(1978)にょり報告されている. Rim は韓国に翁いて肝

吸虫症患者に本剤を50mgルg 1日 1回および20mgルg

を 1日 2回投薬したところ,それぞれ99.3%と96.3%の

減卵率を得,極めて効果があつたとしている.また肺吸

虫症患者に対しては,20m創kg 1日2回2Uの投薬で

完全に治癒したと報告している

茗老らは,肝吸虫症の治療剤の効果判定あるいはその

スクリーニング法としては,感染ラットを用い治療後の

減卵率,平均虫体回収戡,平均虫体剛収率,治癒率などか

ら綜合判定するのが最も信頼性が高いと報告し(横川ら,

1972), tでにこの方法により各種薬剤の効果の比較を

突施してきた.そこで Pra.iquante1 についても感染ラ

ツトを用い,薯者らの方法で肝吸虫に対ナる最少有効投
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り・量あるいはその投4・方法などについて検討を加えてみ

た.

その結果,総投薬量力二10omg/kg,20om宮/k筈,40om創

kg,60omg/kg および1,ooomgルg と増量するにつれて,

投薬法とは殆んど悶係なく,虫体回収率は段階的に低下

して行くことが明らかにされ,総投薬!;U,ooomg/kg に

なると,10omgn【g 1日 2 回5 洞速用あるいは10omg/kg

10旧連用の何れの場合でも100%の治療効果が認められ

た.1Mmg/kg 1日 1回6日連用,10omgル宮 1日 2Fη

3日連用(総投薬量60om創kg)でも100%の治療効果が認

められ,20omg/kg 1 旧 1回3日伺連用では 5頭中、1頭

に治癒が認められた.しかし統計学的にはこの3者冏に

有意の差は認められな力・つた.なお40omgルg の投薬量

でも対照に比較し有効と思われたが,20omgルg 以、ドの

投薬批では亮んど治捺効果は認められなかつた,

Steiner end Gerbe a976)は Praziquante1 を経口

投りした際,腸管からすみやかに吸収され,血巾i農度は

倒)分でピークに迷し,24時朋以内に排池されることを明

らかにしているが,住血吸虫症の治燦の揚合,50mgルg

の 1回投」iか,20mgn倍 1日2回投与の何れでも効果

には差はないとされている.しかしマンソン住血吸虫感

染マウスおよびハ1、スターを用いた本薬剤の経訂投町・法

にょる治療試験では,同じ投藁イiKマウスでは捌抑 1,000

mg/kg,ハムスターでは100-5Mmg/kg の範1州)を分服す

ることにより2倍以上の駆虫効果が捌持できると云う靴

告もみられる(G6nnert and AndreW5,197フ).本尖験で

は 1日 1回あるいは 1日2回,さらには速用の場合,そ

の効果は投薬総量により,服用方法には関係ないことが

尖験的に明らかにされたことは興味深い点である.なお

本薬剤服用剣問小,ラットの食欲あるいは体重の変動を

謝べたが,特に異常は認められなかつた

以上述べた如く,ラット肝吸虫症に対しては,今回の

実験で Pm訂q山Πte1 は総投薬最60om創地以上では極

めて高い治療効果が甥待されることが明らかにされた.

さらに山体回収率から50%有効世を求めたところ,総投

薬批として ED帥=玲om創kg で50%の有効率が得られ

ると云う推定値が森られた.茗者らのこれまでの経験で

は, Heι01 の基}合,感染ラットでは 1日岳10omg/kg 5

日Ⅲ1連用で100%の治癒率が得られており,これを人体

に用いる場合はその半示の50mgルg 5日連刑で50%以

上の治癒率が得られることが明らかにされている. pra,

.iquaⅢe!の場合,肝吸虫感染ラットでの50%有効批が

180mg/kgとすれぱ,人の場合その半量の50~10om創k客

の投り量である程度の効果が期待できそうである,

そこで薯者らは,3名の韓国国籍の肝吸虫症患.者に対

し,1日量20mgn【g とし,3日間(総投薬量印mg4【g)

の経口投与にょる治療を行つてみた.何れも在日期冏が

短く長捌の追跡調査はできなかつたが,先ず23歳の女

性では,投薬前の EPG が3,600であつたものが投薬1

週問後では僅かに2個と極度の減少がみられた(大貫ら,

198の.第2例の45歳の男性は,投薬前の EPG が11,140

あつたが,投薬1週後は訟8,2週後朝0,3週後244と

減少した(小力ら,198の.第3例の63歳の女性では投

楽荊の EPG は12,8ωであつたものが,投薬後2週では

16,'1遡後644,7週後如5,12週後422,29週後412であ

つた(原ら,198の.この最後の患者は総胆管結石を疑

われて入院した者であるが,検査の結果から肝吸史症に

よる肝障害,黄痘と診断され,上記の本薬物にょる治療

を受けたものである.治療後は,トランスアミナーゼ,

総ビリルビン,胆管系酵素は何れも正常化し,また好酸

球数も正常伯にもどつたと云う.

これらの成績などから N解iq岫nre1 は本症に対しあ

る程度の効果が期待されるが,何れも冷療後の遠隔成績

はみていないので,今後さらに検討が必要であろう.

一方肺吸虫症に対する本薬剤の効果に関しては,フィ

リピン肺吸虫感染ラットでは総投薬崇10omg/kg および

20omgルg 1回投"、例のみで,例数も少いので明らかな

ことはいえない,しかし,大斗り柿吸山感染ラットの場台,

総投薬量50omgルg では薯明な治療効采が認められた,

特にウエステルヤン肺吸山感染犬においては,50m創

地 1日1回3日および5日の投薬により何れも完全治

癒が認められた.ナなわち投薬2週問後には,虫卵は陰

転し,治療後7週の剖検においては 1虫も見Ⅱ.1されなか

つた.

以上の成綜から,本薬剤は肺吸虫に對しては肝吸虫に

対するよりさらに少丞で有効に作用ナるように忠われ

る.

Rim and C11ang (1980)は肺吸虫症患者に対し,25

m創取 1日3回,およぴ2日述削の投薬群の治癒率は

それぞれ71,4%,89,5%であつたが3日問の投薬では10

例中何れも完全治癒が認められたという.

今後さらに投り・量とその効果および副作用などについ

て検討してみたい.

なお,薬剤投』iにょる虫体の変化については現在検討

中なので改めて靴告ナることとしたい

結論

近午,住血吸虫症の治療却ルして開発された P稔訂・



qU如ιe1 の肝吸虫および肺咲虫感染動物に対する治療効

果を検討し,下記の如き結論を得た.

1)肝吸虫感染ラットに対しては P血訂quante1 の締

量1,ooom菖ルg の投薬では100%の治癒率が得られ,600

mgルg の投薬排でもその投」i力法には関係なく80~100

%の治癒率が認められた.また総量40omgルg の投薬群

では60%の;古匙車郭が得られたが,20omgル冬以下の投薬

群では殆ノνどその効巣は認められなかつた.

この 1)raZ珂岫nte1 の50%有効量(ED")は, ED紬=

180mg/kg 032,8-2心.9mg/kg)であ0た

2) LeⅧmisole 5mg/kg 2日の述凡!では,肝吸出症

!裳染ラットに対し多少の刻陽肋1認めらた. P立吻iqoootel

10omg/kg と leⅥ1Ⅱlisole 5 mg/kg を典に 1 田 1 回 2

旧の投薬では,それぞれ単独使剛の場合に比し則弧効果

のあることが明らかにされた.

3) pra幻Q山nle1 はフィリピン肺吸虫感染ラットに

対し,20omRルg の投薬量では茗しい効果は認められな

かったが,火平肺吸虫感染ラットに対しては総量500

mg永g の投薬で80%の治癒率が認められた.またウエ

ステルヤン肺吸虫感染犬に対しては,50mgル菖 1日1

厄13日あるいは5日胡の投薬で何れも完全治癒tること

が明らかにされた.

Communication5 in seC60n D.1COPA I、「,

、VARSZAIVA, poland.

6 Rim, Ha"g・Jong and YO0, Kwan武・sa 1979
C11emotherapeutic e仟ect of pTaziquantel
Embay 8440 in t11e lteatme11t of clonor・

C11ia5is sinensis. Korea uniu.入led. J.,16,

459 470.

7 Rim, Hang・JO"g and c!1anH, YO0・shin 198の
Chemolherapeutic eHect of niclofolan and
Praziquantelin t11e treatment of paTagoni・
mi皐5i5. Korea un武,. Nle(1. J.,17,11;3 126.

8) st.in.,, R. and G甜be, A、(1976).'rhe {ate
Of praziqunntel i11 the ot客anism.1.1)11aTmnco・
ki{1etics in animnls、 Europ. J. DTug. Metnb

and pharlnakinet.,1,85-96.

9) 1homos, H. and G6"neせ, R.(19フカ. The
e怖Cacy of pra乞iqⅡante! aglunst ce5todes i11
aniina15, Z. pnTa5itenkd.,52,117-129.

10) Yokoga、、・a,入,1., T5Uji, M., ATaki, K. and
Nomoto, T. U9価): clinical ob5erYation on
the tτ巳atment of clonorchiasis sinensis with

1,4、bis.triC1110romet11},1beTIZ01, Jap. J. parι{・

14,526-533.Slt ,

ID Yokogn、、,a, M., Koyama, H., Araki, K., KO・
jima, S., OZU, S., Aida, C., ogino, Y. and
Tsumura, D.(1969n): MasS ιreatr"ent of
Clonorchiasis sinensis 、Yiιh l,4・bis・trichloro・

methylbenzole.Ⅱ. Minimal effectiYe dose.
Z,1'rop.入,fed. paTasit,,20,494-503.

12) Yokoga、、・a, M., YOS11ilnuTa, H., Koyama,1理.,
FUTusa、va, A. and Yoshida, T, a969b)
Stu〔1ies 0Π 5Ubacut and C11roniC 如Xicity of
1,4.bistliC1110romethylbenzole. Z.1'rop.入'1ed.
Parasit,,20,353-364.

13)績川宗雄・古村裕之・小島荘1,1・"キ田安(1972)
j仟吸ι11症の尖験が」治孫, Diisotl"ocyanate 誘ゞ1
体の肝咲山に対ナる冷探効果およびこれら上

1,4.bis、trichlommeth"benz01(HetoD との併
用効異U二 0し、て'.マf生虫誌,21,150-1郭.

14)横川宗雌・斯付宗敏・創共一・小朴仁・1球
n1 賢. H1崎力(1980a):肝吸虫症の尖駄的
治疫.〒"生虫誌,29(1 ・削1),フ

15)織川宗雌・新村宗敏・畑英一・小朴仁・1瑞

田,X .細埼力 a980b):肝吸虫症お上び肺

吸山症の尖験的治1α.嵜生山誌,29(ND,67,

GO"nerl, R. n"d A力dle、、,S, P. a97フ): pra・
Zi口Uanlel, n ne、エ, bToad・SI)eCιtum anti5C11isto・
Somnl age11t. Z. parnsitenkd.52,129-150.
豚弘馴・告木克1刃・i"防誠ノ富下勝政・池

Ⅲ俊火・成沢述郎・新村宗敏・横川宗疑・塩川

赤(198の.絲胆告紬石左撚われた肝吸虫症のー

例.臼本消化器舸学会第 159回関束叩俗越地力

文 献

:"小力1仔二:・新t1宗敏・横川宗加;(198の.来発裟

'1)火IT酢三・塚m屶久・西 i11'り・・ai田文弘・高井

剛彦・佐臆良也・関川弘挑・横川宗雄(1980)

Prnziqunnte1 が挺効した肝吸虫症の 1 例. 1'1本
消化排病学会菜159回1謝東111偏越地力会

5) Rim, Hιlng・Jotlg U978): The treatment o{
11Umnn clonoTchia5is nnd other trem乳tode

in{eclions wilh niclo{01訊n (Bilevon, Bnyer

9015) nnd pmえiquontel (Enlbay 8明0). shorl

り
一

会



EFFICACY OF PRAZ1ΩUANTEL AGAINST Cι0八'ORCHIS AND

1,ARAGONhYUS INFECTIONS IN RATS AND DOGS

MUNEO YOKOGAWA, MUNETOSHI NnMURA, HΦEKAZU

HATA, MASASHI KOBAYASHI, KEN TOKITA

AND TSUTOMU TAZAKI

De,al.hルehι o「 para5it010g丁, Sι/」00ι oj'λ1ιd北hM,

C11ioa u,Ⅱ'曽ιrsi'),, C/U'ια, JaPαπ)

The experimental studies on 小e e怖Cacy of pra2iquantel and a combination with levami・

Sole ageinst cl01101τIU'$ in{ections in tats and P五ragωli,N討S infections in rats and dog5 WeTe

Carried out,

Each experimenta1 宮roups consisted of 5 tats expeTime訂ta11y infected wit11 30 metacet・

CeTlae of Cι0九orιIU's sbleJllil ot lo-20 metacercariae of p'1J'agolu'J川ιS I,11i1ψ,hルリ1$is and Pα1'ago・

"i"1N$0ノⅡ'1'ai, Tespecivety. Three dogs weTe expetimentaⅡy infected W武h 50 metacercariae of

Paragolu'"ι1ιS τι,e$iιr1リα,1i, The eHects of tbe dtugs 、、'eTe evaluated by cure rate, avetage te・

auC60n tate of EPG and average num卜er 0ι Worm5 recouerd 丑t autopsy 5 0r 7 Weeks after the

Completlon of treatment. The results obtained were a5 f0Ⅱ0、V5:

INith oral administration of total doses of more than 60o mg/kg of pTaziq11antel, almost a11

rats i"fected with Cι0π01τ11is were found to be cured. However, most o{ rats treated with

total doses o{卯om宮n【g and less we虻e 110t cured.

Fifty petcent of eHective dose (ED50) was estirnated aS 180 mgn【g (132.8-243.9 mg/kg) with

LiC116eld,WⅡCO×on method against ci0πorι1↓i5 infections in rats.

Ivith combined tTeatment o{ a daily dose o{ 1卯m雪/kg o{ praziquantel wit11 5mg/kg

Ievamlsole {ot 2 Consecutive days, the combined e丘eC捻 again5t clo"orι11is infections in rats

Wete found, weak as it was.

Ivit11 0ral administration of a daily dose o{ 10omg/kg of preziquante1 壬0王 5 Consecutive

days,8096 0f t11e 丁a捻 infected 、vith pa1マ1go"hⅡN$ ohh'ai 、vere found to be cured, and also,2

dogs infected with pm.agωlin1ι'S U,cstcrJ1ιαπi weTe found to be cured with oral administration

0ι a daHy dose o{ 50m宮/kg of praziquantel for 3 and 5 Consecutive days, TespectiYely.


